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Using adult rabbits, the autologous and the homologous skin grafting was 

studied, and the skin temperature was measured by a thermister both on the 

r舵 ipientand the surrounding donor areas. When the grafting was successful, the 
di百erencesof the skin temperature between both areas were less than 1.0。C one 
week after the grafting. Furthermore, to promote the autologous skin grafting, 
various kinds of medicine such as vitamin C, anti-histamine preparations, methionine, 

biogelatin, hyaluronidase, blood transfusion, and cortisone were administered to each 

rabbit respectively, and the best result was obtained when cortisone or anti-histamine 

preparations was administered daily for one week before the grafting. None of the 
homologous skin grafting was successful. The blood types of rabbits were divided. 

The survival time of the grafted skin which was performed between the踊 me

blood type and at the回 metime with the pre-operative desensibilization by cortisone 

or antihistamine preparations, was much longer than usual. 

第1章緒 言

皮膚移植術について古来多くの研究が行われて来

た．近年に至りその生着の重要条件として血行再開が

注目されF 各種実験方法が考案されている．即ち色素

剤，墨汁i盤流及びアイソトープ（P32,Na24）を用い

植皮片の血行状態を観察し，又立体顕微鏡， Trans-

parent chamber technique法により，血管新生状

態を観察しているが，客観的表現に欠ける点P 比較的

熟練を要し広〈臨床医家に利用され難い点に一考を要

すると考え著者は皮膚温度測定法を採用した．皮膚温

は皮膚の深層，即ち，真皮にある血管の状態で変化す

る．真皮の乳頭体には真皮固有層から血管が侵入し血

管乳頭を形成している．若し気温が一定であればp 此

の血管が収縮すると血液から血管壁を通して真皮に伝

導する熱量が減少し皮膚温は下降し，拡張すると皮膚

温は上昇する．更に皮膚温を変化させる外的要因とし

てはp 伝導p 対流，轄射p 蒸？世がある．此れら外的要

因を考慮し研究したが此の方法は，移植生着の状態を

容易に，しかも定量的に表現出来る為広く臨床家に使

用し得る事を知った．更に同種皮噂移植に就ても研究

し興味ある知見を得たのでここに併せ報告する．
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第 2章実験方法

1. 体重1.51宅前後の成熟家兎を使用した．

2. 移憶は家兎背部より3.0×3.0cmの皮臓を切除し，

自家，同種皮膚移植をKrause氏法により行った．

3. 皮膚温度測定には，サーミスター温度計を使用

してP 母地及び移植片を第I図に示す如く細密に測定

しp その平均値を持ってし字－猶p 実験室を密閉しほ

ほ23。c，温度80%に保ち皮膚温を測定した．
4. 組織学的検査を併せ行った.t!Pち母地皮膚を含

んで移植皮片を全層に渡って切除し10倍ホルマリン溶

液に固定し，之れをT字形に切り，縦断及び横断面を

各々パラフィン包埋し， RE.染色，ワイゲルト，ワン

ギーソン染色を施し一部について脂肪染色を行った．

第 3章実験成績

I：自家皮膚移植に関す否研究

第1項：対照実験

前記実験方法により家兎背部より3.0×3.0舗の皮咽

を切除し， Krause氏法によより自家皮膚移植を施行

したが，その成績を 2～3示せば，次の如くなる．

a. 第 1群：成否混在例

第1表の如く ，生着良好なる個所と不良なる個所に

わけて観察するに，肉眼的には，良好なる個所も不良

なる個所も移植一週後まではほぼ同様なる経過をとっ

ているが， 10日目頃より不良なる個所に於ては，移植

片の乾燥硬化が著明で黒褐色を呈して来るがp これに

母 児
。
o
－o
 

。
。 。
植皮井

QIO 010 。

。
o
－o
 

。
。

。
0－－－－－皮膚温測定処

第 1 図

40n •c 

JS 

813 

第 1 表

対結成否：tt.fif珂

対照：威否混盆例C-t良＃dtl>

．，．．．・・・．，，．、
－、．，．．．．，〆‘、，．．．． ，．、・・・・ー一、．『．

s 』O 15 20 2S 30 

第 2 図
日

対照＝戚色三星＆倒＇＂＇・由旬...温’

JO. 

・ーーー－ •re ＇且...・H・..，畠.”場且
ー一ー’r.,.. 

” ・’・・・ー ，．，．『・ー・ー－・・・・・・・・・・・・・” 司．． ．．．．．．． 

’ ID IS 10 15 ------S雇la

第 3 図
バ・、．． 

反し，良好なるものに於ては，移J値後3週固には，母

地皮膚との境界不鮮明にして母地と全く同色調を呈し

て来る．次に，移植後の母地及び移植片との温度を測

定したがp その結果はp 第2図P 第3図の如く，良好

例に於てはp 温度差は僅少でp 移植後15日頃より急速

に民土地温に接近し来り， 21日には完全に母地，移植片
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の温度が一致して来る．これに反し，不良例に於ては

温度差も著明正なり， 母地温と移積片温は鐙れて行き

温度の一致は見ちれなかった．組織学的にu：， 良好部

で表皮膚やや薄く角質層形成も弱い，E芽層は増生し

密に着床している． 真皮の構造密で小血管の新生あり

線維化は弱い.i不良部に於ては，母体側との接触部分

に可成強度な細胞浸潤が認められ，筋層内に侵入して

いる．猶→部可成の壊死像も認められる．

b ：第2群．細菌感染例ー ：

本症例は，第Z表Uニ示す如し細菌感染が起り移植

不成功に終った例である．移植後10日目には移植片は

全般に黒褐色を呈し，硬化肥厚し3縫合部はl移関し乳

白色の膿約三；Ocふ排池し，検査の結果白色葡萄球菌及

び緑色連鎖球菌を証明七-IG'移植手れ畠活再次議死を来

し，渉経し且つ，膿苔がー函に附着し移植は完全に失

放した．輝彦の奪化時第4図の如く，移植3日頃より

母地温と移植片温が離れ，その差は治大して行くl一方

である．

第 3 表
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c：第3群．成功例
第3表の如く，移植良好なる症例で，皮膚温の変動

2sH~ 

も第5図にすす如く移植初期より温度の変動は少な

し移植12日～13日頃よ，り母地と移植片の温度は接近

し， 21日には完全な一致を見た例°＂！＂：，組織学的には，

E、芽層の増ヨ去を認め，そめ配列は明瞭である．一部2

～3層の円包上皮細胞の形成が著明で真皮へ向ってい

る．真皮層には小血管の新生が認められp 線維芽細胞

は少く線維イじめ傾向は認あられず7異常な細胞浸潤も
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認められない．

d ：対照苦手に於ける温度測定による生籍判定．

対照喜平に於て，各症例に母地及.Cf移植片の温度の変

5・' 』o 15 20 25 JO 圃 動に就てしらべたが，その結果は第4表に示す如〈，

第 4 図 移植片と母地との温度差が僅少なるもの程，換言すれ
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ば，移値片温が母i也温に接近していくもの程移値生着

は良好にしてP 温度差が大なるものほど移植生着は不

良である．移植1週後に於ける温度差が 1.0。C以下の

ものは生着良好にしてP l.0°Cを越えるものは慨ね生

着は不良である．良好例では，3週間でほぼ全例に完

全な一致を示しており，組織学的にもJ血管の新生の認

められることは，このことを裏付ける事実と考えられ

る．

以上の如く p 皮満温測定による生着の状態を対照群

に就いて検査し，生着.＠.判定：に資するー成績が得られた

ため，次いで各薬剤を使用しその影響を観察した．

第2項：：本実験

使用せる薬剤i立次の如くである．

a）：ピタミンC

bl：メチオニン

c）：ピオゲラチン

d）：ヒアルロニダーゼ

e）：輸血

f）：レスタミン

g）：コルチゾン

上記薬剤を使用しP 自家皮膚移植に及ぼす影響を肉

眼的，組織学的にしらべP 皮！脅温度測定により生着の

状態を観察い次の如き成績を得た．

a）・ピタミンC使用群

創傷時に於ける謬原線維産生にはビタミンCが必要

であり，ピタミンC欠乏では創傷治癒が遅延する．

T. Englebertは Shermanの標準壊血病食をそルモ

γ トに与へ，創傷治癒の状態を組織学的，生化学的に

しらベピタミンCは，創傷治癒の基礎物質からの謬原

線維合成を起す重要な縫として作用すると想定して居

る．

1）：使用方法

第 4 表
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ピタミンC50mg/I包を自家皮膚移植前3日間移植後

10日間皮下注射した．

2）：実験成績

ビタミ ンC使用による症例を示せばp 第5表の如く

移植片は光沢に乏しく淡紫色を呈し3 母地皮膚は僅か

に発赤，移植後1週には移植片は全般に発赤しP僅か

第 5 表
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に乾燥し， 10日後には，周辺部に痴皮の形成を一部に

認めるも他は皮膚と同色調を呈する．皮膚温の変動を

見るにp 第6図の如く，温度差の変動は著明でないが

完全な一致は認められなかった．

組織学的には，表皮形成は良好にして角質層はほぼ

一層である.H壬芽層は重層で細胞増生がいちじるしく

真皮膚への侵入傾向が認められる．真皮層上部に線維

芽細胞が著明で新生血笥が各所に認められ，一般に構

造は密である．次にビタミンCを使用せるもの8例中

良好なるもの3例，やや良好なるもの3例p 不良なる

もの2例であり，不良例に於てはすべてその温度差は

LO℃を越えて居る．

b）：メチオニン使用群

メチオニンは謬原線維形成に有効であると云われて

居る.K. N. Udupaは無蛋白食で飼育された受傷動

物（受傷後12日）の創傷中の M.P. S.及び腰原線維

の生産が明らかに遅延していることを発見し，メチオ

ニンの投与により創傷は3日にして組織学的にほとん

ど正常に復したと報告している.Localioも略々同様

の実験成績を得丈いる．

1）：使用方法

jテオ＝ン25mg／砲を移植前3日間，移徳後10日間

皮下注射した．

2）：実験成績

第7表の如く，移値片はやや黄色調を呈し光沢に乏

しい．移植10日後には全般に亘り乾燥し1 2週後には

中心部に賞褐色の姉皮形成を来したが，他の部位は正

常皮膚色を＇ 1＼ーし生着は慨ね良好である．皮膚温の変動
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第 8 表
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は第7図の如く， 1週後より温度差は少しづっ艇反し

てゆくがその差は大ではないが完全な一致は認められ

ない．組織学的には，表皮は慨ね正常な厚さを呈する

もP 角質層はやや厚い‘ !ff芽層は l～2層の形成が認

められF 真皮層に向ってゆるやかに噌生している．真

皮層上部にやや線維芽細胞の増加を認め，全体として

構造は密である．メチオニンを使用せるもの8例中良

好なるもの2例，やや良好なるもの3例，不良なるも

の3例となり，温度差の大なるもの程生着は不良であ

る．

c）：ピオゲラチン使用群

移植片の生活率を高めようとする研究は現在までに

可成行われて来た．大橋氏によれば Penicillinでは

98%, Streptomycin 75%, Sulzol末 0.05gで 100%

Theradiazin注射液では 75%, 0.02 % Monafuracin, 

O.! % Rivanolは 100%の生着率を示し， 2%の

Mercurochrom, 5 %の Jod-tinkturでは各々85-",6,

75%の生着率を示したと報告している．著者も生着車

を高める目的でピオゲラチンを使用した．ピオゲラチ

ンは多子じ性粒状ゼラチンで生体組織内で容易に吸収さ

れ，創傷治癒の生物学的機転を補足し極めて短時間で

創縁を接着せしめる作用があると云われている．
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1）：使用方法

ピオゲラチンを移植時に母床に無菌的に撒布する．

2）：実験成紡

第9表に示す如く，移値3日後には移植片は全体黄

褐色蒼白でp 母地には変化を認めない． 7日後には全

体に移植片は淡赤色を呈しp 光沢あるも一部に黄色調

を呈しp 航皮様となり＇ 3週後には中心部K肥厚せる

痴皮を見るも他はほとんど正常皮膚色を呈し，生着し

て居る．皮膚温の変動はp 第8図の如く，温度差の変

動は著明ではないが，完全な一致は認められなかった．

組織学的にはp 角質層の乾燥による萎縮が認められ一

部姉皮状となっている.Jlli芽層の形成は比較的良好で

真皮層へ向って侵入しているが一部に真皮層との境界

都に出血巣が認められる．真皮層はやや線維化の傾向

ありその構造はやや粗である．ピオゲラチン使用によ

・On・c
，． 

亘書

25』目
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第 9 表

除
白書官皮膚柿錘

BIOGELATIN 
校I圃民街守 P句史

：邑庖』監
t拘値持》

3日
全体·~·白－ flf

0.4°C 
ltl:ll且面市平安

ート時，. ， j_,jj-.~ 置2曹晶・3

7日 ーー，，lt!幸'lJ:量ff.IL
．喧舞a・的陣拡，A<->

O.S'C 

中世’F正常It.. ~ 

I 0日 ml.'!.~tteliivlf. 0.6°C 
ft A.帥陣偶抽同

14日
·X ’附，~.liu度fl 0.3°C 
.，.，＿，仰帥＇＂＇署長則

21日
守....”＆晦棺・.111U島

0.6"C t'•..-• a，陣＇＂ f：量刑
ゐ度目R.t•., .. ..,., 

27日 望・・・轟悶曙 o.予世ft~...正司F血』ト圃a

Eヨj(皮＊特繕印O伍LATINf＇・l

ー－ l!J JI'.' －且
…・’楊姐怜 1且

－ー・・・・ 雪~－

::-: ........・・・・・・・・・・・．．．．．．．．〆・．．．．．．．．．．

．，・ー－－－－－－－－ー・・・．，．ー・ー－－－－－－－‘
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第 10 表

~~度差 対E~百rミaマ..主窓－竺寄旦＼証＼ 
3日 7日 10日 14日21日 30日 東

No27 0.3'C 05・E0.6"C 0.9＇・c。re0.3"《幽，aす4
仁 No28 04 05 。T 04 0.2 0.1 良曹昔
オ No29 0.3 0.6 o.s 0.6 0.4 0.4 4輔，白”
ヶ－－ No3o 0.4 0.7 1.0 I. I Q.6 o.s 納，a”
】 No 3 I 0.3 1.2 1.4 1.2 1.3 1.5 干良

ケ N。320.5 05 1.0 。6 04 0.3 締.~u
:- N。330.3 0.5 0.7 0.4 0.2 01 輸，血岨
No34 0.6 0.5 08 0.8 Q.6 0.4 棉..時

第 11 表

除
臼 1i皮膚持値
lftj且UBONDASE
開眼前向，E 温..~ 
t特..－.r” 

3日
ー静揖企

OA＇・c
Jr• 帥肺u.銭円

7日 ー·－~ff.,,,ft緬 o.s-c •• ,,.,/Ill仏働4
10日

I宇•tr縁起＠ o . ..-c 
W.6.岬a・μ検円

14日
... ,,J威信毎併場o . ..-c 
.，...，，開，，，~，唱＆事1..-.

21日 I’Pli-1110威 0.3"C 
~.ゐ吋帥血事仏由民同

27 自主』SA守予 0.2・c

る生着の状態は， B例中生着良好なるものl例，やや

良好なるもの 6例で，すべて温度差が 1.0℃以内であ

るが，不良例 l例は温度差は増大する．

d）：ヒアルロニダーゼ使用群

ヒアルロニダーゼは生体住所特に，結合組織，硝子

｛仏 関節液p 肋膜液等に存在するヒアルロン酸なる粘

調多糖酸を加水分解してその粘調度を低下せしめP そ

れに依って組織内への拡散，浸透，吸収を容易にす

る．新る性質を利用し臨床方面に広く使用されてい

る．著者は皮臓移植時に使用し，炎症性浸i悶， 浮腫等

を解除し生着率を高める目的マ使用した．

1）：使用方法

生理的食塩水で溶解（pH: 5.0）し局所に1000～2000

単位を局麻時に使用した．尚，時にはp 母床にヒアル

ロニダーゼ末を撒布した．

2）：実験成績

第11表の如く，移植片は全般に光沢に乏しし一部
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褐色を呈する．移植1週後には黄褐色を呈し僅かに乾

1燥している「移摘14日後には一部椀皮を形成し乾燥し

，ているが，他はほとんど母地と同色調を呈している．

M温の変動は，第9図の如く， 温度差は0.5℃以下
にして移植片の温度は母地温に接近してゆくが完全な

，一致は認められなかった．組織学的には，表皮やや肥

；厚，角質層厚く怪芽層の細胞形成はやや旺盛である．

1ヒアルロエダーゼ使用8例中， 良好なるもの4例，や

や良好なるもの2例，不良なるもの2例であり，不良

I例に於ては，その温度差が大である．

e）：輸血施行苦手

1）：使用方法

家兎血液を無選択的に被験家、兎に移値前3～7日間

5.0cc/kg輸血した．

2）：実験成績

第13表の如く， 移植3日後には移植片には一部皮下

出血を来し，光沢なく静脈拡張を示した． 7日後には

移植片は全体に発赤を来し，やや乾燥， 策縞色調を呈

して来た．2週後には移植片は乾燥硬化し，やや肥厚

し一部に姉皮形成を来した． 3週後には姉皮部の肥厚

を見るも他の部は正常皮膚色を呈し，この部は完全に

生着している．輸血施行後の皮膚温の変動は，第10図

白書R皮4・料値 H漁LUR側 IOASEWI ・On・c 
－且
’Z
片

目
店
舗
E

eM”tz
 萄

:Ii 

自 H＇：士←『、，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－ー・・・．．・a・・．．．・－ー一一

－ー－ー－－－－－－－ー．，－ー・ー－－－－－－－－ー－ー

10 15 20 25 30目
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第 12 表

隠さ長 温度差 安力

3 e 7日 10日14日21日30日 果

N。80Q;3"C osc I 2'C l.Z'C 1.5＇・c23'ι 守 I~
仁
N。810.2 0.2 0.2 0.3 04 0.2 自・9p 
No82 0-4 o.s 0.4 0.4 0.3 。l 皇”IL 

直叫ロ 陶 83Q.3 0.2 0.2 0-3 0.1 01 

No 84 0.3 0.6 05 0.3 0-3 0.2 白川
9・ No 85 0.2 0.3 o.s o.s 0.3 0-4 綿．寅円
No86 0.3 0.4 0.4 o.s 05 0.4 愉.lhlc’ 
N。8703 08 1.0 1.2 12 10 理’k

の如く， 母地と移植片との間には著明な温度の変動は

見られなかった． 組織学的には，表皮の形成がうすく

角質層は一層に向って増生している．真皮層は血管の

新生明瞭である．輸血後2～3日にして死亡する症例

に可成遭遇したがp 生存観察し得た8例のものじ就て

第 13 表

除
白書R皮膚特植

tf!f;i －孟E
関眼前向』r.:aJt差
t特値件』

3日
ーtft:J忠飢t°!f.l

0.3・c~ .....静岡融事ι根市

7日
繍．宇1埠＊舗を

0.3・ce.－.民制御跡降雪張問

10日
宇t婿硬4f.

0.4・c’tホ附量，，a鉱覇畳間
14日

ti~ 碇tr'"·llf'"i 
o.s・c

-ttlio .. F聖,m,.,

21日
/i.ll • Z』

04•c ’f,f; ...静跡，a後同

27日
長庇.，肥牢A・J

0.2’c 
棺...画L’...指色
白家度廃材組輸血伊l

con ・4
ー－llJ腔！＆
H・H・－－・約錘玲z轟
・・・ー・・安 ;.&. 
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第 14 表

限，＇~＞’i’.，｛！－お~ 毒・＼一 2品度差 !w 

3日 7日 10日14日21日30日 累

NoSI 0-3"' Q.3・c0.4・cosc 0.4・《 0.2"C 綱，a”
字＇Rii N。52。3 o.s 。s o.s 0.3 03 抽血”
N。53。2。3 0.2 o.3 0.2 。血，s

lin 
No54 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 

。良時
Noss 。5 1.0 1.2 1.s 2.1 2-3 事良
N。560-4 0.3 0.2 o.3 0.1 。良”
Nos 7 o.s 1.5 2.2 2.7 25 2S 4ト向

Nose 03 0.4 0-8 o.6 04 o.s ｜仇向U
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は，生着良好なるもの3例，やや良好なるもの3例不

良なるもの 2例である．

f）：レスタミン使用群

レスタミンには，抗ヒスタミンp 抗アセチルコリン

作用があり， A.C.T.H.，コルチゾンと共に抗炎症作

用，免疫血清学的には略々同方向に作用している．須

崎氏は脱感作の目的に同種皮膚移植に使用し移植片の

生存日数の延長を来たしたと報告して居る．

1）：使用方法

レスタミン 6皿g/kg移植前3日間P 移植後7日間皮

下注射した．

2）：実験成績

第15表に示す如く，移植3日後には移植片には全体

にやや乾燥肥厚してくるも著変なし 21日後には正常

皮膚色と変りなく生着は良好である．皮膚混の変動は，

第11図の如く，温度差は僅少にしてP 20日後には完全

なる一致を認めた．組織学的には，表皮の形成は良好，

角質層は 1～2層でほぼ完了している.!If芽層は2～

第 15 表

医長
白家康膚持組
旺STAM刷

嗣眼前向1l湿虚差

3日 暗嘗~'ft_；私・J 02・c

7日
三業忽色戸守宅地佳品

0.3・c’f.A. ....静融弘積~.
10日 嗣 t 0.3・c

14日 －・・描e軒続 0.3・c.fr'岨 Mir'•嗣企掴

21日 全a正制度fj._llj”0.1・c
白書置皮膚移値旺51酬 INfJ•J 

40,, ・c 
－母他三車

・村総時：昆
ー・・・ー，f,... 30 

l5 

釦

室

叫
川
劃
骨
組

~岡剛・‘・·－·－·－・.－·－·－·－－－・・・・・園．．．．．．．．．，．．．．．．．．． 同凶圃・・・・・・・・・・

5 扇面扇面 百回
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第 16 表

~雲を主咽＼・メモE将ト1 主訂＼芯fデFvよGごZ＼？ 一、 ：温度差 旬E

3 B 7 B 10目 14目21日30自
署ミ

i~o 70 0 Z'C 0.3'C O!'C 。：きも0. re 0・c喪，，
I.. No 7 I 0.2 0.2 。4 05 0.2 。自，b
λ N。720.3 05 0.5 1.0 1.2 1.2 4ト良
タ
No 73 0.2 。.2 0.2 0.4 。.2。自曹’
No 74 0.2 0.3 0.3 04 0.3 0.1 直・3、、、
陥 750.2 0.3 0.3 02 0.3 。直・b

，， 『4。760.2 。2 0.2 0.3 03 o.’ 6 •• 
輪島 77。3。3 0.4 C.5 0.4 。2 良，，
N。780.3 0.5 06 o.s 0.3 0.3 向．，
No 79 0.1 03 0.2 03 01 。l'l ,, 

第 17 表

t特植 』虚差持，

時・業邑 Jt ：軍~n

3日｜ 正常 －＇＂－＝由 10.2・c 
I 1市議車:i~ 新雄日1 ・－

7日｜売品静師伝汲:Jo.4・c
｜戟蝶碓411'..ill'.尾」 ． 
I 0日｜変jii!'trA'.i口0.4°C

14日｜倍£.It＇正彰鹿庖~ lo.3・c

21日｜ 同主 10.2。C

27日｜位細安司：：..，.， I o・c

3層で細胞増生旺盛にして真皮層に向って侵入が明ら

かに認められる． 真皮膚の有毒進はほぼ正常で，血管の

新生が各所に認められる．レスタミン使用例に於ては

肉眼的所見p 温度測定p 組織学的所見，共に全例生着

良好であった．

g）：コルチゾン使用群

コルチゾンは皮勝機能p 皮膚生化学成分並に皮膚反

応に強く影響を及ぼし，炎症性病変特に細胞浸潤，毛

細血管出血，浮腫に対し抑制的に作用する．免疫現象

に対しては組織及び結合織の抗原抗体反応に抑制的に

作用すると考えられている.J. R. Barberisは犬を用

いコルチ、／ンを使用して実験的に大動脈同種移植例を

報告している．

1）：使用方法

コルデゾン 3～.J,mg/kg移植前3日間P 移植後7日
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間筋肉注射を行った．

2）：実験成績

第17表に示す如く，移植3日後に於て，移植中は全

般に暗紫色調を帯びるも光沢あり，正常泥沼， 10日目

で乾燥，硬化p 肥！享なく 14日目には殆んど正常皮匂色

を呈し，生着は至極良好である．温度の変化も第12図

の如し 母地と移植中の温度差は僅少で完全な一致を

認めた．組織学的には， 表皮層の巾が広く，角質層の

形成はほぼ正常に近い.~芽層の増生も著明で真皮層

に向って侵入している部分もある．真皮層上部はやや

線維形成が認められるが着床は良好である. 10{9ij中生

着良好なるもの1例，不良なるもの 1例で，これは細

菌感染により失敗したものである．

L ：同種皮届移植に関するおT完

同種皮膚移植に関する研究は数多くなされて来た

が，骨，軟骨，血管などの支持組織及び血球でi士一応

の成功をl¥Zめているが，この際移植された組織；土一時

的に生存するのみで，やがては悉く死滅して宿主の細

胞によって置換されp 生きた細胞としての機能を要求

される皮膚や内分泌器管なとの上皮性組織ではその成

功はおろか，生存期間の確実な延長法すら得られてい

包..Jl.JJ民移植 C伺 TISONHJ’l
•On •c 

-Ill tt:三量
...・H・e，伯仲三且
－－－一空調且50 
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第 1ヨ表

~長 i昂度差 安fl
38 7日 fO日 14日 21830日 果

N。590「C0.2'C 0 2'C 0 2'< σc ー－•c 定書S
コ
N。6001 01 02 02 01 。良lit
No 6 I 0.2 04 04 0.3 02 。食前
N。620.3 05 07 0.9 1.0 1.2 .f夜

イト No 63 02 0.3 02 02 O.f 。良ーー
ゾ． N。640.3 0.2 0.2 03 。 良書予
;.., No 65 03 0.3 05 04 03 0.3 抽 f(！を予
N。660.4 0.5 0.4 0.3 02 。良lrJ
N・670.2 0.f 03 0.2 。 良ー昔
No68 01 0.2 0.3 01 。 食 ~t

ない． 一時は成功したと思われる移植片がその後脱落

し，失敗に終る原因については現在のところ明らかで

はないが， 抗原抗体反応説が本現象の原因として採り

上げられ，現在はこの線に沿って研究が展開されて居

る．著者も同種皮膚移植に就て研究し多少の知見を得

たので報告する．

第 l項：対照実験

家兎背部より3.0×3.0仰の皮膚を切除しp Krause氏

法により同種皮膚移植を行った．

第19表の如く ，移植3日目には全体に寅褐色を呈し

光沢に乏しい． 7日徒には移植片は寅縞色乾燥強〈，

10日後には漸次乾燥硬化は著明となり， 2週後には全

体痴皮状となりp 移植片は15日後に脱落している．皮

日野温の変動は，第13図の如く p 移植後p 日と共に温度

差は大となっている．次に同種皮麿移植時の移植皮の

運命に就てしらべたがp 第20表の如く，壊死までの日

数は 2ii§;間以内である．

第 19 表

除
同権皮廊坊位保J/1Z』

肉眼的問見温度差
t持品金持』

全体長在綴直定；t~

0.3・c3日
’！＇.;'I; ..，飾品1<14手動ー，

貸縄邑 ti.絹
7日 1l-.f.則的＂＊＇ ι骨量刷 1.2・c

日智＂ +l減
10日 売品什，僻陣fι，I.•何 1.5・c

全体面白血削減

14日 -11'.h.~· 帥融 f孟銭円
2.0。c

IS日 格他的周E;&. 2.ぴC

同棺皮膚特縫＇＊＂＇処置｝

相 nc 

aa 

－－昨
情処鍾－－

e
a
w
宣301 

誌

畠5U ・．‘・・M ・・

－ー・．．．．．，．ー・’K 4・－・ー・・・－

30H 2 

自己
’O 帽 20 ts でso司
篤 13 図
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第2項：本実験

a）：コルチゾン使用群

1）：使用方法

コルチゾン7.0mg/kgを移植前3日間p 移植後10日間

筋肉注射した．

2）：実験成績

その成績を示すと，第21表のま口く p 移植3日後には

移植片は黄褐色を呈し， 7日後にはやや乾燥し発赤あ

り光沢に乏しい．乾燥硬化は漸次著明となりF 一部痴

皮を形成する. 15日後には全体椀皮状となり，移植17

日後には移植片は脱落している．皮膚温の変動は第14

図の如く p 母地と移植片の温度差は移植後5日より漸

次離反し，その差は大となる．之れは肉眼的所見と略

々一致する所見を呈している．次に，移植片の運命に

ついてはp 第22表の如しコルチゾン使用群に於てF

対照群に比し脱落までの日数が延長している．然し成

功例は l例も見られなかった．

第3項：家兎の血液型と移植の問題

第 20 表

同種皮膚移植 無史書名手

家主道写＼＼ 1章ffJ l.即日書宣 磁2急れ’踊8敬

No 89 I 0 日 I 5日

No 90 I O 目 14日

No 91 I ！日 I 8日

No 92 9 日 I 3日
No 93 8 日 14日
No 94 7 日 I 3目
No 95 9 日 I 5日

第 21 表

除
同搾皮省特4企
CORTISON 

樹眼前向Jl.温虚.If

3 日
骨揖e"'-:v 

0.2・c
tr埠硬IC:~l

7 日
ぞ．軒婚

0.5・cWA刷，t・零司lll.
戦嶋崎n

0.9・c10日 一曲F島，量的威

15日 今体島崎E 1.8・c

17日 持植片岡rl~色 2.0＇・c

同搾皮膚将給 CORTIS側例・On・c 
30 

話
・・・・・・・・・・・・．．司・．

25H －・．．．．．．．．

．．，．，．ー－－－ー．，．ー．

30H a> 

!II! 

ーーー骨量腔三畠
……・移鍾時三島
一一官官重

5 10 15 20 25 30日

第 14 図

第 22 表

同特皮磨朽値 CORTISON 使用S干

九＼＼～～～ 1宅~Ji. 主ず申日を主 蹴!iまず軒目敏

No 96 17日 21 日

No 97 16日 20日
No 98 15 日 22日
No 99 18 日 20日
No I 00 10日目覚t

No I 0 I 13日目究t

No I 02 15日目佐t

家兎には種々な血液型が存在するが，皮膚と関係、あ

ると考えられるA'c+≫ A'c－＞の二型に分類しF 同型間

に於て同種移植を行った．

1）’：血液型分類方法

夜間餌料を与えず早朝空腹時家兎の耳静脈に 1.0%

ピロカルピンを0.3～0.5cc注射し，約1.0～1.5ccの唾液

を採取しp 之れを100℃浴槽中に 30分加温p 放冷後3

～4000 P.R. l¥l. 10～15分間遠心沈澱後，その上清を使

用する．

凝集阻止試験

① 2%の人A血球浮滋液を作る．

② ①で作った血球浮世草液を使用して，抗体価を 8

になる様に稀釈した抗A凝集素を作る（ホールグラス

室温30分放置後判定）

③家兎唾液を生理的食塩水で倍々稀釈法によりp

12本の小試験管に階段稀釈系列を作り，之れに前田作

った抗体を同量宛加へ，室温1時間p 氷室12時間放置

して充分反応を行わせ，

④各小試験管中より一滴を各ホールグラスにと

り，之れに血球浮活字液を一滴宛加わ室温30分後に判

定する．
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10羽の家兎唾液を使用して，上記の方法で同時に凝

集阻止試験を行い，凝集！ぇ応の起らぬもの，叉起つで

も2～3ホールのみを A'（刊型とし，凝集反応の起る

ものをA'<-l型と判定した．

2〕：実験成績

a): A＇川→ A'c叶に同種皮膚移植（無処置）

A’｛＋｝間に於て同店史哲移植を Krause氏法により

施行した．第23表の如く，移植3日後ではp 移植片は

淡紫色を呈しp 光沢あり. 7日後では黄褐色を呈しp

乾燥硬化著明になり， 10日後には更に進み！』：iLえを形成

し， 2週後には移植片は脱落する．温度の変動は，第

15図の如く，移植5日後即ち乾燥硬化と共に温度差は

著明となり，その差は1.0℃以上になっている．

b): A’（ー）→A'cー）に同種皮膚移植（無処壁）

第24表の如く，移植片は3日後黄縞色を呈し光沢な

し 7日頃より乾燥硬化著明＇ 2週間には全体樹皮状

となり， 16日目に［土問落している．第16図の如く温度

第 23 表

医長同樟時同日E岳畏 E竪 :Ill

自 B良助何良三量d量差
時~4車時’

3日
三支繋e.tz司r~.，

0.7。c
中央告F芳ホ

7日
黄禍色

1.4。c
争t宜最革日開

10日
宇t量接 ff41'.

I .2°c 4iDJt前向

14日 同上 2.8。c

一
19日 移組片雌宰 2.8。c

同特皮膚持組 t丹R~11> 

・c ふ‘→Ii・-・
ー－I.lit聖ミ昆
…・持4昼時，... 
－－－－－・雪！＇＇Ii.調3

35 

信 H....・・・ー
一．・・・．．．．．・－ー

一・・・・・・．． 
圃・・”’・・・・・・・・・・・・・・＿＿＿＿＿.. _ 

lOH eo 

!11!1 
5 防 15 l!IO 25 30日

第 15 図

第 2-1 表

3日｜養千晶f!.ft f軍E !0.4・c
語障弘事長日

黄椅企
,, .3・c7日｜ 荷揚碓4巴

栽培碍（Ii!.

10日｜晶度舵威 12.0・c

14日｜全体＂島皮墨田向 2.アC

16日｜移植IT耐三宅 3.0・c

•c 

同搾皮膚キ’錨t熊処置》

A主→ん

30 

ーーー－ -II暗健E重也
……持組時 E車

一一室温

謁

鉛

室

温

目
制
度
虜
唱

5 10 15 8) 25 30日

第 16 図

の変動は，移植4～5日目まで比較的温度差僅少であ

るが，それ以後は大となる．

c): A＇川→ A’川に同種皮膚移植（コルチゾン使用）

コルチゾンを 7mg/kg移植前3日間P 移植後14日間

筋肉注射した．移植良好例では，第25表の如し移植

片は3日目－：＇jj：に皮下出血を認めたが，皮膚は光沢を

帯ぴ正常の湿潤あり， 7日後まで同様の所見を呈して

し、る．

10日後には移植片はやや乾燥し蒼白，静脈拡張は認

められない. 14日にはやや乾燥して居るが正常皮膚色

と変りなく肉眼的には全く生着の状態にある．然し26

日後突然死亡し，その後の絞過を観察し得なかった．

組織学的には，移権片の表皮は正常より厚し細胞も

大きく多層性で角化も強い．細匹浸潤あるも軽度にし

て毛細血管数は増加し，総維芽細胞の増殖が見られ

る. -jflに発毛の形成が僅かに見られる．叉一部に脂

腺も認められる．更に細忌浸潤を認めるも軽度であ
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る．温度の変動は第17図の如く，母地とれh~片の変化

は僅少でp 肉眼的所見と平行して移植片温は閏ー地温に

接近して居る．

d) : A'cー｝→A'c－＞に同種皮膚移植（コルチゾン使用）

A'cー｝間に同種皮膚移植を施行しp コルチ、ノンを前

回実験群と同様に使用した．移植良好であった例では

第27表の如し 移値片には乾燥硬化の所見が認められ

相＂・c

第 25 表

一節度f:t:•.• 哩
::. J0.2・cW'At-•静肱鈍

7日 0.2・c

I 0日 0.5・c.

14日｜守・較矯正倉色 I0.3・c

21日｜全‘正＊皮膚色 10.1・

同種鹿鳴移鐘 CORTISON W・I
~－－ ~.同

ーーー－・d!珂邑
．．．．．””舗時過且

ヨー

!IO －－－－’~. 
ニー~扇町：：；＞－

2511 ~~－··』．．，．．．．．．．．．．山・ー・・”・・・四・F

初 II鉛
・-・-・-・-....・－－・刷刷・・・・・”・・・・・・M－－”・・＿＿_,,,. 

第 17 図

第 26 表

20 亘雇I日

同搾皮膚移植 A'.-A'. CORTISON使用回

＼ ＼＼＼  産~lイ前日験 耐毒茸τ’由自叡 l

No I 03 7B 日 Vi'..~ 一
Mo I 04 15 s ~91'. f:: 一
No I 05 16目 20日
No I 06 25日日死t 笠I良守事
No I 07 27日主草食符 30日死t
No I 08 26目立且緒監特豊田需品免
No I 09 28 B主着良守h・止＊厳J‘色

ずp l王Ii'正常皮j脅色を呈L，生着は良好である．組織

学的には，E壬芽層の増生顕著で表皮は全体として厚い『

この表皮は新生の毛恨形成の蔚芽が真皮内に突出して

いる．更に新生血管と毛細血管の拡張像も認められ

る．温度の変化も，第18図のま口く，母地と移植片の温

度差は甚だ僅少で，肉眼的所見と一致して移植片温は

母地温に接近している．

40・c

30 

35 

30~ 20 

:II! 

第 27 表

ミミ
岡精度虜持植，C-A二
CORTISON 

聞眼前向H.＝・度差

3日 5実車I~ Jt ：事晶 •J 0.2・c

7日
BJ~~ 闘を卸匝

0.3。c
宇t絹硬fl'_Q: l 

10日 同 I 0.5・c

14日
ー静償措

o.4・c
Ill~盈闘を掴

21日 ー．，島lllfJ‘0.2・c
r.喝~.正.l!掴

同棺皮膚特植 C侃 Tl伺 N fJ•I 
A"·-·--lli~ 

ー－ GJ~ ＇量
H ・H ・持組件，.
－ーー室三昼

－・・・酬－・・・・・・・・M圃’M’・－・・・・・・．． ，，．酬－，，ー

第 18 図

第 28 表

事己'8

同持政府符佐 A・，－ ~ - CORTISON信用制
＼＼＼＼  目安f(...J官、白書置 耐>1JT’骨日教

No I I 0 15日 22 日

No I I I 14日目雪量 t

No I I 2 19日 25 8 

No I I 3 I 7 日 21 日

No I 14 26日主基，a~ tJ. il '* ~/;Ill 

No I I 5 27日u・笠各自曹J.28回目先ι
No I I 6 27 日担割H~金性Iii 叫》
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第3項： コルチゾン使用時の同種皮膚移植片の運命

同種皮！荷移植に際し，コルチゾンを使用しP その際

の移植片の運命について検討して見ると，その結果は

第20表の無処置苦手に比して第22表，第26表，第28表等

のコルチソ・ン使用群の方が主主かに生着が延長してい

る．更に無選択的に移植したものに比して，同型聞に

移植しコルチゾンを使用したものに於て良好な成績を

得ている．

第4章考 察

著者は母地と移植片の皮膚温度測定による移植生着

の問題について研究し興味ある事実を知り得た．移植

生着の状態の判定には血行の消長を以ってせよと

Edgerton, Conway等は述べて居るが， Davisは犬

を用いての植皮例で永久的に植皮片を栄養する大量の

血行再開は4～5日目より始まり＇ 8日固までに完成

されると述べている． Conwayは transparent

chamber technique法を用いこの家兎自家移植例で

植皮片血行を顕微鏡的に観察し，植皮後I～4日聞は

プラスマ循環で値皮片は栄養され， 5日頃より植皮床

に毛細血管芽を生じ 7日頃より植皮片内に侵入すると

述べている.Conversは Stereomicroscopeを用いて

人体自家皮晦移植片を観察し， 4～5日目に血行は快

復すると報告している．尚，倉田氏等は p32を使用し

て自家皮膚移植片の血行は 4日目以後は急速に依復

し＇ 7日後には正常皮腐と同じ量になると報告してい

る．以上の如し移植生着の有無を血行の再開に求め

ているがp その操作は複雑であり，臨床医家の広く利

用し得るものではないしP 計数的な表わし方を欠く点

満足出来ない．著者はこれ等の問題を解決するため

にp皮膚温度測定法を採用した.E!PちP 母地と移植片

の温度を測定しp 移植生着の状態を検査し興味ある事

実を得た.E!Pち，母地と移植片の温度差が儀少なるも

のP 換言すれば，移植片温が母地温に接近してゆくも

のほど生活は良好であり，移植4～7日以後に於ける

温度差が1.0℃以内のものは概ね生着良好にしてF1.0℃ 

を越えるものは生着不良である．この事はConway,

倉田氏等の実験とほぼ一致する成績を示しておりp 生

着判定に際し，簡単で確実な方法と思われる． 次lこ，

著者は各種薬剤lを自家皮潜移植時に使用しP その効果

を観察したがp コルチゾハレスタミン使用例が最も

生着率が良好でありp 他の薬剤lには余り見るべき成果

1は得られなかった．尚著者は移植生着研究の一端とし

て同種皮閣移績に就て研究し多少の知見を得た． 同種

皮膚移植片が生着するか否かに就てはp 従来から種々

論議されて来たが，現在のところ満足すべき結果は得

られていない．唯，一卵性双生児問の同種植皮及び先

天性グロプリン血症患者のものに成功を見ているに過

ぎないー現在のところその生着延長する実験は各種行

われている．即ちF 細網内皮系の遮断（コロイド注射，

牌刻〕， X線の全身照射， Nitrogen-mastard及び

Phenolの注射， 同種値皮の反復施行， 同種皮片の浸

出液及び淘濁液注射による脱感作，抗ヒスタミンp

A.C.T.H.及びコルチゾンの使用，脳下垂体，甲状腺

別出術等種々の方法が施行されて来たがp 現在完全な

成功例を得ていなし、，須崎氏は抗ヒスタミンを注射し，

移植片の平均生存回数を対照より30%延長させP 皮膚

供給者の皮腐食塩水浸出液にて脱感作し対照より43%

延長せしめ得たと報告している．石川氏はマウスを用

い．生後早期に将来移植の供給者となるべき個体の牌

粥，全血赤血球p白血球を注射し3～5週間に移植すると

長期間生着せしめ得ると報告している.Billingham, 

倉田氏は家兎を用いコルチゾンが同種植皮片を延命せ

しめたことを報告している．著者もコルチゾンを使用

し同種植皮片の延命を試みたがp 著明な効果を期待し

得なかった．然し家兎の血液型を分類し同型聞に皮膚

移植を行いコルチゾンを使用したところ可成著明な生

着の延長を得る事が出来た．現在各学者は同種皮膚移

植片脱落の原因に就て抗原抗体反応にあるとしF この

線に沿うて研究が進められているが，これ以外に種々

複雑な因子が存在することは想像にかたくなし＼著者

はコルチゾン使用により移植皮片の生着延長に成功し

たがp コルチゾンの作用として考えられる事は，①抗

体産生の抑制，②抗原抗体反応の抑制p ③抗原抗体反

応の結果として起る組織反応を抑制p 以上の中③に対

して主に作用するのではないかと息われる．

第5章結 語

I)：家兎を用いKrause氏法により自家及び同種皮

膚移植を施行しサーミスター温度計を用い，皮膚温度

測定による移植片生着の状態を研究した．

2) 移値皮片混と母l也湿の温度差の僅少なもの，即

ち干名値片湿が悶：地温に近づくものは移植生着良好であ

る．

3）：移植l週後の温度差が 1.0℃以下のものは移植

生着良好である．

4）：自家皮魔移他に際し 各種薬剤を使用したが

Cortison, Restaminが最も有効であった．
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5）：同種皮臓移植に際し家兎の血液型を分類しP 向

型聞に於て移植を行いp Cortisonを使用して移植皮片

の延命に成功した．

終にのぞみ本研究に対し種々御指導御援助を頂いた

千葉大学教授加賀谷勇之助博士p 御稿閲を頂いた本学

病理学教授橋本徹紘博士及び御協力を］頁いた本学講師

山本武彦先生に深謝いたします．
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自家皮膚移植（対照｝

第 1群：成否混在例

グ

，W 

U

4
 

AJ・ ..・ー術後1週間

A2・…－術後2週間

A3・…・術後3週間

（中拡大I

術後24日目組織所見

A～1・一匹芽層の増生と真皮内の血管新生を認める ＜HE染色j

A5・ 一部壊死と多数の炎症細胞を認める IH.E• -11!色）

b) 第 2群：細菌感染例

・1
Bl・・・ー術後1週間

B2・・・術後2週間
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C4 

A4 

日本外科宝函第29巻第3号

自家皮臓移植（対照）

Ci 第 3群：成功例

Cl・ ・術後1週間
山 術後2週間
C3・・ ・・術後3週間

術後24日目組織所見
C4・・・・・角質層は明瞭であり且怪芽層のt曽生
を認める <H.E.;

←（中拡大）

九ゴ

自家皮満移値（本実験）

al ピタミンCf吏原群

Al・・・・・術後1週間
A2・・・術後2週間
A3・ 術後3週間

術後24日間組織所見

J’組

Al・ －角質層， !If芽層共に増生しJfrt管新生
は顕著である （H.E.染色）

←（中拡大）
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自家皮膚移植（本実験）

bi メチオニン使見群

Bl 術後I逓間
Bコ 術後2週間
B3・ 術後3週間

術後24日目組織所見

B4 回一角質層の肥厚，怪芽層の増生と真皮

の線維芽細胞の増加新生血管を認め

! る 1H.E＜利色）

c) ピオゲ弓チン使用群

「l －術後 1週間

目…術後2週間

C3・ー…術後3週間

術後24日目組織所見

('[ ・ e角質層の乾燥と真皮上層に一部出血巣

と事111合織t曽生が認められる

(ILE‘h色）
樹

d
J

’
 

' （中拡大）

: C4 ;・; ?'・ • 
司，
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、

／ 

日；本タ｜科宝函第29巻第3号

・.J2

I 

自家皮！苗移値 （本実験〉

cl) ヒアルロニダーゼ使用群

DI・ 術後 1週間

D2・4・術後2週間

D3 術後3週間

術後24日目組織所見

D,I 佐芽屑の地生顕著に認められる

(H.E.染色）

←（中拡大〕

C) 愉llll施行群

EI・ 術後 l週間

E2・ 術後2週間

E3 術後3週間

術後24日目組織所見

E4・ 表皮はや》萎縮しているが点皮の血
管新生は顕著である（H.E.;

←（中広大）



自家皮膚移植（本実験）

f) レスタミン使用群

El・・・・・ー術後1週間

E2・・…術後2週間

E3・ 術後3週間

術後24日目組織所見

E4・・司・角質層の形成及びE壬芽層の地主顕著で真皮の

血管新生を認め（るH.E.染色）

←（中拡大）

gJ コルチゾン使用群

GI・・・ e術後1週間

G2・・術後2週間

G3・・・・術後3週間

術後24日目組織所見

G4・…・角質層， Jlli芽層共に正常皮膚に近い像である

(H.E.染色）

←（中拡大）

..... 
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a）無処置群： A'（＋）→A'（十）移植

b〕無処置群： A'H→A'H移植

Bl 
同 JPで

日本外科宝函第29巻第3号

同種皮膚移植（同型間移植）

h2 

i..2 

Al・…術後1週間

AZ・・・・・術後2週間

A3・・e ー術後19日間

BI・ －－術後1週間

B2・・…術後2週間

B3・・・術後16日目

’f 

A3 



al 無処置群

A工

a) コルチゾン使用群

Al 

皮j者温度による値皮の研究

同種皮臓移植（対照）

A2 

Al・・ー術後1週間

A2・ －術後15日目

A3・・・ー術後15日開

同 種皮膚移植（木実験j

AI・ ・術後1週間

A2・・・ー－術後2週間

A3・ 術後17日目

833 
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、
Dl 

日本外科宝函第29巻第3号

LJ，ξ 

C3 

同種皮膚移植（同型間移植）

コルチゾン使用群： A’仲）→A’（＋）移植

CI・・・・・術後 1週間

CZ・・・・・術後2週間

C3・ーー術後3週間

術後24日目組織所見

C4・ －表皮は肥厚増生し，真皮の結合織並びに

血管の新生顕著である一部に脂腺形成細

胞浸潤をみる（H.E.染色）

コルチゾノ使用群： A’｛ー｝→A，」｝移植

Dl・・・・一術後 1週間

DZ・ ・術後2週間

D3・・・ー－術後3週間

術後24日同組織所見

D.J・ －表皮の増生と ~'il支の血管新生は良好で

あるが，真皮の一部に変性像を認める

(H.E.染色）


